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     （１バーツ＝約２．９円） 

タイ工業連盟（ＦＴＩ）は、２００８年第３・四半期（１～９月期）の自動車生産台数を前年同期比１４．５％増の１０６万     
８，７３０台と発表しました。車種別では、乗用車が３０万８，２５５台（同３２．４％増）、商用車が７６万４７５台（同８．５％増）、
商用車のうち１トンピックアップ車が７４万６，３７５台（同９．２％増）でした。生産台数のうち国内販売向けは４６万５，６６７台
（同６．４％増）ながら、輸出向けは６０万３，０６３台（同２１．６％増）と堅調に推移しています。 

２００８年１～９月期の国内自動車販売台数は、前年同期比２．２％増の４６万１，２５８台となりました。世界金融危機や
国内の政治混乱が、消費者に対し心理的な影響を与えているものとみられています。１トンピックアップを中心とした商用
車は前年同期比で減少しましたが、乗用車の売行きは順調に増加しました。これは原油価格高騰で、乗用目的でピック
アップ車を買い求めていた消費者の需要の一部が、エタノールを２０％混合したＥ２０や圧縮天然ガス（CNG）等の代替
エネルギー対応小型乗用車にシフトしていることが背景にあります。一方、輸出台数は高い伸びを維持しており、２１．
５％増の５９万９，４３１台を記録しました。  

ＦＴＩによると、国内市場は不調であるものの輸出は引き続き拡大していることから、今年通年の年間生産台数は１４３万
台、来年は１５０万台と見込まれています。 
 
【２００８年１～９月期実績】 

 生産台数 国内販売台数 輸出台数 

 台数 前年同期比（%) 台数 前年同期比（%) 台数 前年同期比（%) 

乗用車 308,255 32.4 166,377 28.8 n.a n.a 

商用車 760,475 8.5 294,881 －8.5 n.a n.a 

  うち1トンピックアップ車 746,375 9.2 252,698 －10.5 n.a n.a 

合計 1,068,730 14.5 461,258 2.2 599,431 21.5 

タイ国内向け 465,667 6.4     

輸出向け 603,063 21.6     

合計 1,068,730 14.5     

 
【各自動車メーカーの最近の動き】 

自動車メーカー 各自動車メーカーにおける最近の動き 

トヨタ ・ 今年１０月、圧縮天然ガス燃料（ＣＮＧ）とエタノールを２０％混合したＥ２０の双方を使える乗用車
（タクシー等商業用）を発売した。 

ホンダ ・ 約６２億バーツを投じた第２工場は今年１０月から生産開始。年産能力は１２万台。第１工場の同１
２万台を合わせ、タイでの全生産能力は２４万台に拡大。 

・ 新型「シティ」の関連部品の現地調達率は、旧型の８３％から９３%に上昇した。 
日野 ・ 約２億バーツを投資し、２００９年４月からタイで圧縮天然ガス燃料（ＣＮＧ）対応トラックを生産する

計画。 

オートアライアンス ・ 投資額５億米ドル以上をかけて設備能力を年産１０万台超増強し、年産能力２７万５，０００台となる
見込み。２００９年より年間１０万台規模で小型乗用車を生産し、８割を輸出する計画。 

ボルボ・トラック ・ 今後顧客基盤を大規模輸送事業者や物流事業者に拡大することに重点を置く。また２００９年第２・
四半期頃、圧縮天然ガス燃料（ＣＮＧ）対応大型トラックを投入する計画。 

タタ・モーターズ（印） ・ 環境、安全、低燃料に配慮した小型車生産計画を７３億１，７００万バーツ投じ、２０１０年に生産開
始を予定。年産能力は約１０万台。 

 


